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2024（令和６）年 郡山市は市制施行 100 周年!! 

ひらけ 未来へ こおりやま 

JAPAN HERITAGE 

郡⼭市報道資料 
プレスリリースサイト 

SSDDGGss 未未来来都都市市ここおおりりややまま 世世界界かかんんががいい施施設設遺遺産産 https://www.city.koriyama.lg.jp/life/6/36/243/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「こおりやま広域圏公民協奏パートナーシップ協定」を締結している大塚製薬株式会社様との連携し

た取組の一環として、地域の魅力を発信するポスターを作成いただきました。 

第４弾となる今回は、300 有余年の歴史を誇る「浅川の花火」と、伝統を受け継ぐ「浅川町両町青年

会」の皆さんをモデルとしています。（第１弾～第３弾の詳細は裏面参照） 

作成いただいたポスターは、圏域内各市町村の公共施設等を中心に掲出する予定です。 
                            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

＜こおりやま広域圏公民協奏パートナーシップ協定＞ 

生活圏・文化圏・経済圏を共にする「こおりやま広域圏」において、様々な主体間連携に 

よる公民協奏(コンチェルト)のもと、持続可能な地域社会を創造していく歩みを一層着実な 

ものとするため、21 の企業・団体との包括連携協定を令和 4 年 2 月 7 日に締結しています。 

https://www.city.koriyama.lg.jp/site/koikiken/25420.html 

2024 年 5 月 20 日 

郡山市政策開発部 

政策開発課 

課長 宗形 敏広 

TEL：924－2028 

こおりやま広域圏公民協奏パートナーシップ協定 

大塚製薬株式会社様に、こおりやま広域圏 PR ポス

ターを作成いただきました 

 

SDGｓ ターゲット 17.17 「効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシップを奨励・推進する」 

ターゲット 17．17 

＜浅川の花火について＞ 

浅川の花火は、毎年お盆の８月１６日に開催されます。そ

の起源は諸説が伝えられていますが、一説によれば、江戸時

代中期からはじまったとされ、３００有余年の歴史があり、

福島県内最古の伝統を持つ花火大会と言われています。 

浅川の花火を主催するのは、町の市街地を二分する荒町、

本町の両町青年会の若者です。浅川の花火では、「早打ち」

などの打ち上げを行うほか、慰霊祭も挙行し、歴史ある町の

伝統行事を継承しています。 

浅川の花火では、趣向を凝らした大小数千発の打ち上げ花

火が夜空を彩ります。なかでも浅川の花火の名物となってい

るのが、「大からくり」や「地雷火」です。飛び散る七色の

閃光や爆発音を響かせる様々な仕掛けが組み込まれた全長

１５ｍある「大からくり」や、浅川町内を見下ろす城山の山

肌で炸裂する「地雷火」は迫力満点。その光景を一目見よう

と毎年、町内外から３万人以上もの見物客が訪れます。 
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＜参考：これまで作成したこおりやま広域圏 PR ポスター＞ 

 

第１弾：郡山市                 第２弾：古殿町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３弾：二本松市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩代國郡山うねめ太鼓保存会・小若組 
（令和４年７月 作成） 

うねめの里として日本の風土から生まれた
勇壮な和太鼓「岩代國郡山うねめ太鼓」を永
く伝承・発展することを願い活動しています。 

 

古殿町流鏑馬保存会 
（令和５年６月 作成） 

800 余年前から受け継がれている
「流鏑馬」を継承し、発展することを
願って活動しています。 

二本松市岳温泉の湯守 
（令和５年９月 作成） 

炎天下の夏も、吹雪に見舞われる冬
も、源泉を守り、湯花が詰まった湯桶
の管理をしています。 


